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■
報
告
第
28
号

新
町
の
町
章
に
つ
い
て

第

回
合
併
協
議
会
（
５
月

31
日
開
催
）
で
、
協
議
会
委
員

投
票
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
町
章

図
案
の
精
緻
作
業
が
完
了
し
、

み
な
べ
町
町
章
デ
ザ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

（
町
章
デ
ザ
イ
ン
は
８
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
）

■
報
告
第
29
号

事
務
事
業
の
調
整
に
つ
い
て

合
併
協
定
書
に
明
記
さ
れ
た

「
合
併
ま
で
に
調
整
す
る
」
等

と
な
っ
て
い
る
項
目
に
つ
い

て
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
調
整

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
第
30
号

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議

会
の
廃
止
予
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の

６
の
規
定
に
よ
り
、
南
部
町
・

南
部
川
村
合
併
協
議
会
を
平
成

16
年
９
月
30
日
限
り
で
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
法
２
５

２
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
南
部
町
と
南
部
川
村
の
議

会
に
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
地
方
自
治
法
２
５
２
条
の
２

（
協
議
会
の
設
置
）

７
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時

分
か

ら
、
南
部
町
役
場

３
階
　
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第

回
合

併
協
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

■
認
定
第
２
号

平
成

年
度
南
部

町
・
南
部
川
村
合

協
議
さ
れ
た
内
容

認

定

事

項

第14回合併協議会

報

告

事

項

併
協
議
会
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成

年
度
歳
入
決
算
額
２

４，

１
３
１，

１
１
７
円
に
対

し
、
歳
出
決
算
額
は
１
８，

０

３
２，

７
６
０
円
と
な
り
、
６，

０
９
８，

３
５
７
円
が
平
成
16

第
１
項
　
普
通
地
方
公
共
団
体

は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
事

務
の
一
部
を
共
同
し
て
管
理
し

及
び
執
行
し
、
若
し
く
は
普
通

地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
管
理

及
び
執
行
に
つ
い
て
連
絡
調
整

を
図
り
、
又
は
広
域
に
わ
た
る

総
合
的
な
計
画
を
共
同
し
て
作

成
す
る
た
め
、
協
議
に
よ
り
規

約
を
定
め
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
協
議
会
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
３
項
　
第
１
項
の
協
議
に
つ

い
て
は
、
関
係
普
通
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
決
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
普

通
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
管

理
及
び
執
行
に
つ
い
て
連
絡
調

整
を
図
る
た
め
普
通
地
方
公
共

団
体
の
協
議
会
を
設
け
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

地
方
自
治
法
２
５
２
条
の
６

（
協
議
会
の
組
織
の
変
更
及
び

廃
止
）

普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
普

通
地
方
公
共
団
体
の
協
議
会
を

設
け
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の

数
を
増
減
し
、
若
し
く
は
協
議

会
の
規
約
を
変
更
し
、
又
は
協

議
会
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
第
２
５
２
条
の
２
第
１

項
か
ら
第
３
項
ま
で
の
例
に
よ

り
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

13

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
羽
柿
靖
雄

監
査
委
員(

南
部
町)

よ
り
監
査

報
告
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

16
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第
２
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
検

討
委
員
会
が
、
７
月
22
日
（
木
）
午
前

10
時
か
ら
、
南
部
町
役
場
　
３
階
　
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

導
入
自
治
体
（
上
富
田
町
）
の
動
向
、

新
町
に
お
け
る
交
通
流
動
と
交
通
手
段
、

現
在
の
公
共
交
通
利
用
状
況
（
路
線
バ

ス
の
運
行
状
況
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の

通
園
状
況
、
小
・
中
学
校
の
通
学
状
況
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
状
況
）、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
需
要
予
測
、
運
行
ル
ー

ト
イ
メ
ー
ジ
案
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
活
発
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
需
要
予
測
は
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
利
用
意
向
か

ら
は
年
間
85
万
人
の
利
用
も
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
導
入
方
法
・
導
入
時
期
に
関

第2回コミュニティバス導入検討委員会

す
る
意
見
及
び
他
自
治
体

の
事
例
に
よ
る
利
用
状
況

を
勘
案
す
る
と
、
利
用
上

限
値
は
年
間
６
万
人
、
実

際
に
は
年
間
１
万
５
千
人

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

又
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
イ
メ
ー
ジ
を
把

握
す
る
た
め
に
、
導
入
目

的
に
沿
う
概
略
ル
ー
ト
を

想
定
し
、
運
行
回
数
・
運

行
時
間
・
経
費
及
び
需
用

な
ど
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

●
例
１町

内
公
民
館
全
て
と
南

部
中
心
市
街
地
・
駅
を
結

10



ぶ
ル
ー
ト
　
町
内
を
広
域
に
カ

バ
ー
し
、
公
共
交
通
空
白
地
を

最
小
と
す
る
ル
ー
ト
　
　

●
例
２温

泉
施
設
・
観
光
地
と
南
部

中
心
市
街
地
・
駅
を
結
ぶ
ル
ー

ト
　
温
泉
・
梅
林
・
山
間
中
心

部
・
市
街
地
中
心
部
を
通
過

し
、
運
行
距
離
最
短
・
便
数
最

多
と
す
る
ル
ー
ト

約
２
時
間
に
わ
た
っ
て
議
論

が
展
開
さ
れ
、
三
前
委
員
長
よ

り
、
一
度
現
地
を
実
際
に
バ
ス

で
視
察
し
て
状
況
を
見
な
が
ら

コ
ー
ス
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

は
ど
う
か
と
提
案
が
あ
り
、
８

月
２
日
に
実
施
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

現
地
視
察
を
実
施

８
月
２
日(

月)

、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
導
入
検
討
委
員
に
よ

る
現
地
視
察
及
び
第
３
回
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
視
察
は
、
第
２
回
委
員

会
で
提
案
さ
れ
た
運
行
イ
メ
ー

ジ
案
に
沿
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
車
し
南
部
町
役
場
を
出

発
し
て
、
鶴
の
湯
温
泉
・
清
川

コミュニティバス現地視察

公
民
館
・
堺
・

岩
代
方
面
な
ど

を
距
離
に
し
て

約
80

を
約
３

時
間
か
け
て
視

察
し
ま
し
た
。

視
察
終
了

後
、
南
部
町
役

場
　
３
階
　
大

会
議
室
に
お
い

て
引
き
続
き
第

３
回
委
員
会
を

開
催
し
、
意
見

交
換
を
行
い
ま

し
た
。 km



第

回
合
併
協
議
会

■
報
告
第
29
号

事
務
事
業
の
調
整
に
つ
い
て

○
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
で
す

が
、
「
区
長
、
学
校
か
ら
の
放

送
は
、
区
民
会
場
、
学
校
に
遠

隔
操
作
装
置
を
設
置
し
て
各
自

で
放
送
し
て
も
ら
う
。
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
各
地
区
ご
と

に
区
長
さ
ん
が
権
限
を
持
っ
て

放
送
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
。

・
小
谷
事
務
局
長

そ
の
と
お
り
で
す
。
南
部
川

村
で
は
、
今
ま
で
役
場
で
放
送

し
て
い
ま
し
た
が
、
重
複
す
る

場
合
に
は
放
送
時
間
が
飛
ん

で
、
５
分
後
や

分
後
に
放
送

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました
こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

こんな意見が
でました

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
各
区
で

区
長
さ
ん
が
自
ら
放
送
で
き
る

施
設
を
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。学

校
に
つ
き
ま
し
て
も
、
学

校
で
放
送
す
る
と
校
区
が
全
部

聞
こ
え
る
よ
う
に
設
定
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
南
部
川
村
受
領
地
区
を
走
っ
て

い
る
龍
神
バ
ス
が
、
９
月
末
で

廃
止
と
な
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
代
替
で
き
る
性
質

の
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
長
い
間
バ
ス
が
走
っ
て
い

た
地
域
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ

け
救
済
を
し
て
頂
け
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

・
小
谷
事
務
局
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
ど
こ

を
ど
う
走
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

事
務
事
業
の
調
整
内
容
の
中

で
、
通
学
費
補
助
と
い
う
の
が

両
町
村
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
生
活
路
線
バ
ス
が
廃
止
と

な
る
南
部
川
村
受
領
地
区
の
児

童
に
つ
い
て
は
、
辺
川
地
区
か

ら
谷
口
地
区
ま
で
の
交
通
費

を
、
全
額
支
給
す
る
と
い
う
こ

と
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
受
領
地
区
か
ら
辺
川

地
区
ま
で
は
、
当
面
歩
い
て
登

校
し
て
頂
く
こ
と
に
な
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。

第
２
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入

検
討
委
員
会

○
上
富
田
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
経
営
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

・
事
務
局

基
本
的
に
明
光
バ
ス
が
、
運

行
代
行
し
て
い
ま
す
。
形
態
と

し
て
は
、
２
台
の
バ
ス
を
上
富

田
町
が
購
入
し
、
償
却
期
間
が

７
年
で
す
。
契
約
も
２
台
運
行

す
る
に
あ
た
っ
て
、
明
光
バ
ス

が
い
く
ら
で
運
行
す
る
か
と
い

う
契
約
で
す
。
契
約
額
は
単
純

に
計
算
す
る
と
、
利
用
客
が
年

間
３
５，

０
０
０
人
×
運
賃
１

０
０
円
＝
３
５
０
万
円
。
こ
れ

が
収
入
に
な
り
ま
す
。
支
出
が
、

営
業
経
費
を
除
い
て
単
純
必
要

経
費
が
１
台
あ
た
り
年
間
約

１，

０
０
０
万
円
、
２
台
走
っ

て
い
ま
す
か
ら
約
２，

０
０
０

万
円
に
な
り
ま
す
。

○
現
在
、
路
線
バ
ス
が
走
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
。

今
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
路
線
バ
ス
を
こ

の
ま
ま
い
か
す
の
か
ど
う
か
、

そ
れ
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、

同
じ
よ
う
に
走
ら
せ
た
の
で
は

意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
事
務
局

現
在
走
っ
て
い
る
路
線
バ
ス

は
、
存
続
し
て
い
く
方
向
で
す
。

路
線
バ
ス
は
路
線
バ
ス
で
走
っ

て
、
不
足
す
る
部
分
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

○
両
町
村
で
約
１，

６
０
０
万
円

補
助
金
を
出
し
て
路
線
バ
ス
を

存
続
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
も
走
ら
せ
る
。
福
祉
バ
ス
は
、

小
型
の
車
両
で
家
の
戸
口
ま
で

来
て
く
れ
る
か
ら
利
用
し
や
す

い
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

戸
口
ま
で
来
て
く
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。
１
世
帯
当
た
り
の

自
動
車
保
有
台
数
が
多
い
こ
の

町
で
、
果
た
し
て
利
用
す
る
人

が
い
る
の
か
ど
う
か
。

・
梅
本
委
員(

南
部
川
村
総
務
課

長)

路
線
バ
ス
の
補
助
金
は
、
現

在
約
１，

６
０
０
万
円
で
す
が
、

龍
神
バ
ス
受
領
線
廃
止
に
伴

い
、
両
町
村
で
約
７
０
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
減

額
分
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
営
費
用
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
実
際
に
、
み
な
べ
町
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
し

た
ら
、
町
が
負
担
す
る
金
額
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

・
事
務
局

２
台
走
ら
せ
る
と
し
て
、
約

１，

７
０
０
万
円
の
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
内
約
１

割
位
が
運
賃
収
入
で
入
る
と
想

定
さ
れ
ま
す
。
残
り
９
割
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
の
国
の
制
度
で
い
き
ま
す

と
、
そ
の
内
の
約
８
割
が
特
別

交
付
税
で
補
助
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
み
な
べ
町
で
は
約

２
割(

３
０
０
万
円)

の
負
担
と

な
り
ま
す
。
バ
ス
の
購
入
に
つ

い
て
も
、
合
併
特
例
債(

借
入
充

当
率
95
％)

が
適
用
で
き
ま
す
の

で
、
購
入
時
に
は
購
入
額
の

５
％
が
必
要
と
な
り
、
償
還
に

つ
い
て
も
普
通
交
付
税
で
70
％

返
還
さ
れ
ま
す
の
で
、
30
％
の

負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

又
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
で

県
か
ら
交
付
金
が
両
町
村
で
２

億
円
あ
り
ま
す
。
国
の
補
助
が

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
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編
集
・
発
行

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会

南
部
町
・
南
部
川
村
合
併
協
議
会
だ
よ
り

本
誌
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
、

再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
が
、

現
時
点
で
そ
う
い
う
計
算
に
な

り
ま
す
。

○
採
算
性
に
つ
い
て
議
論
す
る
必

要
も
あ
り
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
問
題
が
提
起
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
新
町
の
一

体
化
と
い
う
こ
と
で
、
採
算
を

度
外
視
し
て
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
住
民
の
ふ
れ
あ
い
、

交
通
弱
者
に
対
す
る
利
便
性
と

か
、
こ
う
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、

こ
の
委
員
会
で
運
行
計
画
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

○
例
え
ば
、
現
在
高
城
小
学
校
で

走
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
、

登
下
校
以
外
の
空
き
時
間
に
試

験
的
に
、
走
ら
せ
て
判
断
し
て

は
ど
う
か
、
期
間
は
１
年
で
も

２
年
で
も
か
ま
わ
な
い
の
で
。

○
三
前
委
員
長
　
実
際
に
仮
の
ル

ー
ト
を
設
定
し
て
現
地
を
走
行

さ
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。
２
時

間
以
上
か
か
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
委
員
皆
さ
ん
に
乗
っ

て
頂
い
て
、
状
況
を
見
て
か
ら

コ
ー
ス
等
に
つ
い
て
も
、
も
う

一
度
ご
検
討
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
と
、
先
程
ご
意
見
を
頂

い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
利
用
で
き
な
い

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
で

き
る
だ
け
効
率
の
良
い
方
法
を

考
え
て
い
き
た
い
と
も
思
い
ま

す
。

現
地
視
察
、
第
３
回
委
員
会

○
新
町
「
み
な
べ
町
」
全
体
を
回

っ
て
み
て
、
本
当
に
広
く
、
山

あ
り
・
川
あ
り
・
海
あ
り
。
良

い
町
に
な
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

も
、
地
域
交
流
を
図
る
た
め
に

で
き
た
ら
良
い
と
思
う
が
、
新

町
の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
民
間
の
バ
ス
と
併
走
し
な
い
よ

う
な
バ
ス
ル
ー
ト
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。
行
政
側
も
、
こ

の
バ
ス
を
使
っ
て
頂
き
た
い
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
を
含
め
て
、
活

用
が
図
ら
れ
る
よ
う
色
々
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
ば
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

○
大
変
遠
か
っ
た
。
目
的
地
ま
で

の
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
、
山
の

中
で
は
無
駄
な
所
を
走
っ
て
い

る
感
じ
も
受
け
る
こ
と
か
ら
、

も
う
少
し
コ
ー
ス
を
分
け
て
運

行
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
は
ど

う
か
。

○
全
体
的
に
３
時
間
も
か
か
る
と
い

う
の
は
問
題
で
、
多
く
の
方
々
に

利
用
し
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
困

難
で
し
ょ
う
。
い
か
に
多
く
の

方
々
に
利
用
し
て
頂
く
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
、

色
々
な
パ
タ
ー
ン
で
や
っ
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。


